宮城・仙台富県チャレンジ応援基金事業助成金交付申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　公益財団法人みやぎ産業振興機構　理事長　殿
　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

住  所
氏名又は名称
及び代表者名　  　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　担当者職氏名
                                  ＴＥＬ　　　　　　　　　　ＦＡＸ
                                  Ｅ－mail

  平成　　年度において宮城・仙台富県チャレンジ応援基金事業を下記のとおり実施したいので，宮城・仙台富県チャレンジ応援基金事業助成金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

記

１　助成事業の目的・テーマ

２　助成事業に要する経費及び助成金交付申請額
　　　　助成事業に要する経費　金　　　　　　　　　　　　円

　　　　 eq \o\ad(補助金交付申請額,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　金　　　　　　　　　　　　円※
 　　　 ※（注）交付申請書に次の算式を明記すること。
　　　　　助成金所要額－消費税及び地方消費税に係る仕入れ控除税額＝助成金交付申請額（助成金要望額）
３　関係書類
　(1) 　事業計画書（別紙１）
　(2) 　収支予算書（別紙２）
(3) 　最近３年間の財務諸表（個人の場合は青色申告書の写し）
  (4) 　法人の場合は定款及び登記簿謄本，個人の場合は住民票抄本
  (5) 　納税証明書（法人の場合は法人県民税及び法人事業税，個人の場合は個人事業税）
  (6) 　会社案内等のパンフレット

　(7) 　助成対象事業の説明資料（事業説明資料，罹災証明書（写）や被災状況がわかる資料等）
(8) 　機械装置又は工具器具のカタログ等仕様が分かる資料及び参考見積

　　　 書等の価格が分かる資料（助成対象経費として計上する場合のみ）
(9)　その他理事長が必要と認める資料

別紙１（様式第１号関係）
事　　業　　計　　画　　書

Ⅰ　申請者（企業等）の概況
	企業等名
	
	住　　所
	

	業　　種
	
	事業内容
	

	従業員数
	
	資本金又
は出資金
	

	法人設立日
及び沿革
（創業者の場合，創業予定時期及び経歴等を記載）
	大正・昭和・平成　　年　　月　　日



Ⅱ　事業計画の概要
１　事業テーマ名
２　事業の実施場所
３　事業実施の理由及び目標
	【事業実施の理由】
【事業の目標】


４　事業実施の内容
（１）事業実施の体制等

　①研究開発・試作などの具体的な実施内容

②事業実施の体制
	
	所　属
	職
	氏　名
	資　格
	本研究開発での
担当内容

	事業実施
責任者
	
	
	
	
	

	社内担当者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	社外協力者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


③事業実施に関連する技術・ノウハウ等の内容
イ）事業実施を可能とする当社が保有する技術，知識，ノウハウ等
	


ロ）取得している特許等知的財産権（本事業に関連するものに限る。）
	番号：
内容（タイトル）：


ハ）利用する他の技術（ライセンス契約等）
	


④事業実施の計画・スケジュール
	


Ⅲ　事業計画に関する自己評価

	（１）事業の実現可能性・新規性・革新性

	＊競合技術の有無。存在する場合には，他社の製品・技術・サービスと比較して優位性・新規性・差別化が図られているかについて記載してください。

	（２）事業を実施するに当たっての課題（弱み）とその解決策

	

	（３）事業に対する市場ニーズ

	＊市場の選定先，選定した市場の規模・成長性・安定性について記載してください。


	（４）市場における優位性

	＊既存のシェア，事業化（実用化）した場合において，市場性・価格等の面でどのような競争力があるかを記載してください。


	（５）事業実施にあたって市場面での課題（弱み）とその解決策

	

	（６）事業実施によって地域活性化の波及効果

	＊地域資源等の活用及び地域の取組みとの連携により、地域の活性化へのどのように寄与するか等について記載してください。


Ⅳ　経営計画及び事業計画

（全体の数値を記入下さい。今回の新事業展開計画分については次頁に記入願います。）　　　（単位：千円）

	項　目
	実　　　　　績
	計　　　　　　　画

	
	２年前

(  年  月期)
	１年前

(  年  月期)
	直近期

(  年  月期)
	１年後

(  年  月期)
	２年後

(  年  月期)
	３年後

(  年  月期)
	４年後

(  年  月期)
	５年後

(  年  月期)

	①売上高
	
	
	
	
	
	
	
	

	②売上原価
	
	
	
	
	
	
	
	

	③売上総利益

（①－②）
	
	
	
	
	
	
	
	

	④販売費及び

一般管理費
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑤営業利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑥営業外収入
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑦営業外費用
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑧経常利益

（⑤＋⑥－⑦）
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑨人件費
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑩設備投資
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑪運転資金
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	普通償却費
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	特別償却費
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑫減価償却費
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑬付加価値額

（⑤＋⑨＋⑫）
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑭従業員数
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑮一人当たりの付加価値額

（⑬÷⑭）
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑯資金調達額（⑨＋⑩）
	政府系金融

機関借入
	－
	－
	－
	
	
	
	
	

	
	民間金融

機関借入
	－
	－
	－
	
	
	
	
	

	
	自己資金
	－
	－
	－
	
	
	
	
	

	
	その他
	－
	－
	－
	
	
	
	
	

	合　　計
	－
	－
	－
	
	
	
	
	


（今回の事業計画に係る売上及び利益計画）※　新事業展開の場合のみ記載

（単位：千円）

	項　目
	実　　　績
	計　　　　　　　画

	
	１年前

(  年  月期)
	直近期

(  年  月期)
	１年後

(  年  月期)
	２年後

(  年  月期)
	３年後

(  年  月期)
	４年後

(  年  月期)
	５年後

(  年  月期)

	売上高Ａ

（　　　　部門）
	
	
	
	
	
	
	

	売上高Ｂ

（　　　　部門）
	
	
	
	
	
	
	

	総売上高

（Ａ＋Ｂ）
	
	
	
	
	
	
	

	売上原価
	
	
	
	
	
	
	

	経常利益
	
	
	
	
	
	
	


別紙２（様式第１号関係）

収　　支　　予　　算　　書
Ⅰ  収入関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：円）
	区　　分
	金   　額
	調　達　先
	備　    考

	助 成 金
	
	
	

	自己資金
	
	
	

	借 入 金
	
	
	

	そ の 他
	
	
	

	合　　計
	
	
	


	他の助成金等の
交付(申請)状況
	


Ⅱ　支出関係　　　                                           　　　（単位：円）
	区  　分
	助成事業に
要する経費
(a)
	助成対象
経　　費
(b) (≦(a))
	助成金要望額

　(c)
(≦(b)×助成率)
	備 　 考

	謝金
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	研究開発費
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	

	事務費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	


支  出  明  細  表
                                                              　　　  　 （単位：円）
	区  分
	事業費
	積　　算　　明　　細
	備考

	謝金
	
	
	

	旅費
	
	
	

	研究開発費
	
	
	

	委託費
	
	
	

	事務費
	
	
	

	
	
	
	

	合　　計
	
	
	


＊Ⅱ-４-①「研究開発・試作などの具体的な実施内容」に沿って、経費項目毎に記載して下さい。
　例えば、「研究開発費」の中の外注加工費であれば、何のために、何を、いくらで外注するかを記載して下さい。















































































＊実際に行う内容を、調査・研究開発・試作・広報などの項目に分け、具体的に記載して下さい。









































申- 9 -

